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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：情報学・認知科学 

キーワード：  知覚発達，大脳皮質の成熟，知覚検査   

 
１．研究計画の概要 

本研究の目的は、顔認知・形状知覚・運動知
覚・奥行き知覚・色知覚、というさまざまな
領域にわたる脳機能発達に関する基礎的デ
ータをもとに，脳機能に障害をもつ可能性の
ある早産児に対し、後の脳機能の発達を予測
する発達健診プログラムのセットを作成す
ることである。 

 

２．研究の進捗状況 

現在までに、乳児の顔認知・形状知覚・運動
知覚・奥行き知覚・色知覚、というさまざま
な領域にわたる、生後２ヶ月～８ヶ月の発達
過程を解明し，大脳皮質の機能的発達を予測
する知覚認知検査セットのプロトタイプを
作成した。検査の精度を上げるため、中央大
学において検査項目のチェック作業および
脳活動測定実験を行なった。運動視実験の立
案とデータ分析は連携研究者の金沢准教授
が行ない、脳活動測定実験は京都大学霊長類
研究所および連携研究者の友永准教授の協
力を受けて行ない、脳活動のデータ分析は連
携研究者の緑川准教授が行なった。さらに、
知覚認知検査の対象を幼児・子供まで拡大さ
せることを検討した。これまでの研究成果を
もとに作成した知覚認知検査のプロトタイ
プを用い、5～11 歳の脳機能に障害をもつ可
能性のある幼児・子供と、同年齢の健常児を
対象として、実際に検査を行なった。脳機能
に障害をもつ可能性のある幼児・子供の検査
においては、外部施設の協力を得た。研究成
果は Child Development や Journal of 

Experimental Psychology: Human  

Perception and Performance などの学術雑
誌に採択され、また、VSS や Psychonomic 

Society 49th Annual Meeting といった海外
学会を含むいくつかの学会で発表され、さら
に新聞でも研究成果が報道された。入門書の
出版やテレビ番組への協力など、研究成果を
一般に広めることにも尽力している。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展していると判断でき
る。 
（理由）脳機能発達に関する基礎的データを
順調に蓄積し、多くの論文・学会発表を行な
った。これらの研究成果をもとに、本研究の
目的である、脳機能に障害をもつ可能性のあ
る早産児に対し、後の脳機能の発達を予測す
る発達健診プログラムのプロトタイプを作
成できた。さらに、知覚認知検査の対象を幼
児・子供まで拡大させることを検討するにま
で至っている。 
 

４．今後の研究の推進方策 
引き続き中央大学において脳機能発達に関
する基礎的データを蓄積し、検査項目のチェ
ック作業および脳活動測定実験を行なう。現
在の研究体制のまま、研究を推進する。さら
に、引き続き、知覚認知検査の対象を幼児・
子供まで拡大させるための検討を行なう。こ
の検討のため、脳機能に障害をもつ可能性の
ある幼児・子供の検査において、外部施設の
協力を得る。 
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[新聞](計 9 件) 
1) 自然科学研究機構生理学研究所との共同
研究の成果が読売新聞，日刊工業新聞などに
掲載（2009 年 2 月 4日付け読売新聞ほか） 
2) 2007 年 10 月 7 日(日)より朝日新聞 be 日
曜版「心体観測」で"赤ちゃんを科学する"を
連載． 
3) 自然科学研究機構生理学研究所との共同
研究の成果が毎日新聞などに掲載（2006 年
12月5日付け毎日新聞，読売新聞中部版ほか） 
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[テレビ](計 5件) 
1) NHK「すくすく子育て」、"赤ちゃんの脳" 
(2008 年 1 月 12 日 20:30～)， "いつからわ
かる? 親の顔"で研究内容を放送(2007年6月
30 日 20:30～)． 
2) NHK 視点論点(2007 年 1 月 11 日 22:50～
23:00)． 
ほか． 


